
祭）に際して、「明治丸」や「百周年記念資料館」
の案内ボランティアをとおして、協力活動を行っ
ており、「百周年記念資料館」前のステージで新
入寮生が歌う「ああ月明は・・」等を聴く度に、
何とか寮歌を「歌」として継承させたいと考えて
いたところ、昨年、機会を得て、　現役学生との
交流が始まった。
　今年も、海王祭実行委員会、寮務委員会と連携
して、「85周年記念会館」において₅月14日、21
日、28日と₃回に亘って寮歌指導を行った。
　各回とも新入寮生50数名、ボランティアメン
バー ₅ ～ ₇名出席の下、海王祭で斉唱する課題
曲、₆曲を練習した。
　海王祭では、新入寮生が₄つのグループに分か
れて、それぞれの課題曲₁曲と各グループ共通の
課題曲₂曲を斉唱し、優劣を寮務委員会が採点し
て賞金を獲得するコンペ形式となっている。課題
曲は昨年と同じ曲であり、当然、昨年の海王祭を
経験した先輩寮生が指導して事前に練習を積んで
いるものと思って指導に臨んだが、期待は見事に
裏切られ、グループ毎に練習の成果を試聴したと

ころ、およそ寮歌というには哀れなメロディー
を、自信の無さそうなか細い声で歌うのを聴い
て、一体、昨年の指導は何だったのか？と考えさ
せられた次第。
　大学統合により、東京商船大学は東京海洋大学
と名実ともに変貌し、全寮制が廃止され、学生寮
は越中島、品川両キャンパスに通う学生共通の寮
となり、男・女寮生が居住し、食堂は無く、個室
化され、飲酒も禁止となっており、寮生は往時の
寮とは全く異なる寮生活をしている。
　このような状況下で、伝統ある「寮歌」を継承
させていくことの難しさを痛感しながら、気を取
り直して全₃回の指導、練習の結果、何とか聞け
るまでになり、海王祭の当日を迎えたが、当日は
あいにくの雨で、講堂にての披露となった。結果
として、室内での演奏となり、野外ステージより
は声量が保たれ、一部の曲を除いて「寮歌」らし
く聞くことができたと思っている。
　昨年と同様、練習の最終日₅月28日には、海洋
会のご支援を頂き、ボランティアメンバーを車座
に囲んで「打上げおむすびパーティー」を行い、

　昨年、初めて、海王祭で
の新入寮生の寮歌斉唱に向
けた寮歌指導を行ったが、
今年も、海王祭実行委員
会、寮務委員会からの要請
に基づき、寮歌指導を行っ
たので報告する。
　毎年、海洋会ボランティ
アクラブは、海王祭（学生

現役学生との親交を深める
ことができた。「寮歌」を
歌い継ごうとする学生がい
て、先輩から真摯に学ぼう
とする気概がある限り、上
手、下手はともかくも、「寮
歌」は歌い継がれていくも
のと確信した次第である。
　　

新入寮生への寮歌指導

海王祭での新入寮生による寮歌斉唱

新入寮生への寮歌指導
海洋会ボランティアクラブ事務局長　松﨑 光男(東船大N13)


